
〇徳島県規制改革会議（床桜メモ 2019.03.26）

１．第１次提言から第３次提言までの主要提言事項の確認

①交流人口増加に資する規制改革

・“シームレス民泊・分散型民泊”など新たな仕組みづくり／・イベント開催時の飲食提供や道路使用の見直し

②人的資源＆既存ストック活用に資する規制改革

・公務員の“社会貢献型副業”促進や教育現場での外部人材の活用拡大／・農地付空き家の活用のための基準見直し

③セーフティネットの強化に資する規制改革

・中小零細事業者の食品栄養成分表示義務化への対応／・子ども食堂の普及促進

④実質的障壁の解消に資する規制改革

・行政手続きの簡素化／・AI活用による利便性の向上

２．第４次提言に向けて

①基本的な考え方

・県民の声に耳を傾け、社会課題解決に資する法令等の規制改革や実質的障壁の見直しに関する提言を行う。

・持続可能な社会実現のための世界共通の目標・SDGｓとの関連性を保ちつつメリハリの効いた検討を行う。

・必要に応じ参考人を招聘し、スピード感を持って取りまとめ、２０１９年秋を目途に知事に提言する。

②具体的な論点の例

・条件不利地域での“卒車”後の移動のためのマイカー運送、自動運転など新交通システムの構築（優先課題①・④）

・がん患者就労支援のためのテレワーク活用など新たな働き方を可能とする就業システムの構築 （優先課題①・②）

・地域おこし協力隊制度を補完し、移住促進と地域企業の人材確保に資する新たな仕組みづくり （優先課題③・④）

・地域コンソーシアムによるIoT／AIの実証・実装のための“県版サンドボックス制度”の創設 （優先課題③・④）

・成人年齢引下げを見据え、10代若者の審議会等への登用による新たな政策形成と地域愛の醸成 （優先課題①・③）

(出典)SDGアクションプランより抜粋（2018.12 SDGｓ推進本部作成）
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